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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
中
国
の
正
月
風
景

苗
族
の
正
月
風
景

― 

来
訪
神
と
祖
先
祭
祀 

―

鈴 

木
　
正 

崇
　

一
、
地
域
と
民
族

　

中
国
の
少
数
民
族
で
あ
る
苗
族
（
ミ
ャ
オ
族
）
の
正
月
の
あ
り
方
を
来
訪

神
と
祖
先
祭
祀
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
由
来
や
伝
承
を
考
察
す
る
。
苗
族
の

人
口
は
、
約
八
九
四
万
一
一
六
人
（
二
〇
〇
〇
年
現
在
）
で
、
中
国
国
内
で

は
貴
州
省
、
雲
南
省
、
四
川
省
南
部
、
湖
南
省
西
部
、
湖
北
省
南
部
、
広

西
壮

チ
ワ
ン族

自
治
区
西
部
な
ど
に
居
住
し
、
全
体
の
約
半
数
を
貴
州
省
内
の
ミ
ャ

オ
族
が
占
め
る
。
中
国
の
少
数
民
族
と
し
て
は
、
壮
族
・
満
族
・
回
族
に
次

ぐ
四
番
目
の
人
口
を
持
つ
。
言
語
は
ミ
ャ
オ
・
ヤ
オ
語
派
の
ミ
ャ
オ
語
で
あ

る
が
、
湖
南
省
西
部
の
コ
ー
シ
ョ
ン
（qo xiong

）、
貴
州
省
東
部
の
ム
ー

（m
hu

）、
貴
州
省
西
部
と
雲
南
省
の
モ
ン
（hm

ong

）
の
各
々
の
自
称
を

持
つ
三
つ
の
方
言
集
団
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
ム
ー

で
あ
る
。
な
お
、
国
外
の
苗
族
は
、
モ
ン
系
統
で
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ラ

オ
ス
な
ど
に
居
住
す
る
。
生
活
の
基
盤
は
、
山
間
盆
地
や
河
谷
平
野
、
山
地

斜
面
の
棚
田
で
の
水
稲
や
雑
穀
・
野
菜
な
ど
の
農
業
が
主
体
だ
が
、
か
つ
て

は
狩
猟
や
焼
畑
耕
作
を
営
ん
で
山
間
地
帯
を
移
動
し
て
い
た
。

二
、
正
月

　

苗
族
の
新
年
の
日
は
、
標
高
の
高
低
に
応
じ
て
異
な
り
、
旧
暦
一
〇
月

頃
の
収
穫
に
合
わ
せ
て
村
ご
と
に
決
め
て
い
た
。
こ
れ
が
苗
年
と
呼
ば
れ

る
年
越
し
で
あ
る
。
現
在
で
は
暦
の
正
月
に
あ
た
る
春
節
に
行
わ
れ
る
こ

と
も
多
い
が
、
春
節
へ
の
移
行
は
漢
化
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
。
貴
州
省
の

黔
東
南
で
は
、
旧
暦
一
〇
月
の
寅
の
日
に
豚
と
鶏
を
殺
し
、
卯
の
日
に
糯

米
の
餅
つ
き
、
辰
の
日
は
祖
先
祭
祀
で
丸
餅
と
殺
し
た
豚
を
祖
先
に
捧
げ

る
。乳
房
の
部
分
が
最
も
神
聖
と
さ
れ
る
。早
朝
に
銅
鼓
を
叩
く
所
も
あ
る
。

祭
り
の
三
日
間
は
男
が
料
理
を
作
り
、
女
性
は
料
理
を
作
ら
な
い
。
一
〇

日
間
ほ
ど
祭
り
が
続
き
、
蘆
笙
舞
が
数
日
間
行
わ
れ
る
。
大
地
の
神
に
感

謝
し
、
糯
米
飯
を
食
べ
て
祝
う
。
祝
い
の
日
に
糯
米
は
欠
か
せ
な
い
。
苗

年
に
は
御
馳
走
と
紙
銭
と
酒
を
家
の
中
の
楓
香
樹
の
柱
、
先
祖
の
柱
に
供

え
る
。
こ
の
木
に
ニ
ャ
ン
コ
ン
（
正
月
爺
さ
ん
）
が
収
穫
を
祝
い
に
下
り

て
く
る
と
さ
れ
る
の
で
、
苗
年
は
ノ
ン
ニ
ャ
ン
（
爺
さ
ん
を
食
べ
る
）
と

い
い
、
爺
さ
ん
の
化
身
で
あ
る
餅
を
食
べ
る
意
味
だ
と
伝
え
る
所
も
あ
る
。

餅
を
つ
く
臼
や
杵
は
全
て
、
宇
宙
の
創
世
時
に
生
え
て
い
た
と
さ
れ
る
楓

香
樹
か
ら
作
る
の
が
、
元
来
の
や
り
方
で
あ
っ
た
。

　

広
西
壮
族
自
治
区
で
は
春
節
の
正
月
が
多
い
。
融
水
苗
族
自
治
県
の
安

泰
郷
培ペ

イ
テ
ィ地
村
で
は
旧
暦
正
月
元
日
は
女
性
に
よ
る
若
水
汲
み
で
始
ま
る
。

糯
米
飯
・
豚
肉
・
野
菜
・
酸
魚
な
ど
の
御
馳
走
を
供
え
る
。
住
居
の
中
央

の
囲
炉
裏
の
火
は
、
先
祖
が
宿
る
場
所
で
あ
り
、
地
面
の
上
に
御
馳
走
を

置
い
て
家
族
が
集
り
、
酒
盃
を
満
た
し
て
祈
願
す
る
。
正
月
は
、
親
戚
の



163

者
が
各
家
々
を
訪
問
し
、
人
々
は
大
宴
会
で
大
騒
ぎ
と
な
り
楽
し
く
過
ご

す
。
男
性
は
家
に
あ
る
蘆
笙
を
取
り
出
し
て
吹
く
。
盧
笙
は
神
様
か
ら
の

授
か
り
物
と
さ
れ
、
吹
く
時
期
は
六
月
六
日
の
新
稲
節
か
ら
春
節
終
了
ま

で
の
半
年
間
で
、
そ
れ
以
外
の
時
に
吹
く
と
不
幸
に
な
る
、
よ
く
な
い
こ

と
が
起
こ
る
と
い
う
禁
忌
が
あ
る
。
吹
く
場
所
は
、
村
の
中
央
の
ニ
ン
と

呼
ば
れ
る
広
場
で
、
カ
ー
ニ
ン
（
カ
ー
は
蘆
笙
）
と
も
い
い
、
ト
ン
カ
ー

と
い
う
柱
が
立
っ
て
い
る
（
ト
ン
は
柱
）。
い
わ
ゆ
る
蘆
笙
柱
で
、
突
起
が

あ
り
水
牛
の
角
を
表
す
。
水
牛
は
役
牛
で
財
産
を
象
徴
し
、
力
の
強
い
こ

と
に
あ
や
か
る
。
柱
に
は
下
り
龍
と
昇
り
龍
が
描
か
れ
る
。
水
牛
と
龍
は

同
体
と
さ
れ
、
神
話
世
界
に
由
来
す
る
話
が
伝
わ
る
。
貴
州
省
の
黔
東
南

に
伝
わ
る
神
話
で
は
、
宇
宙
の
創
世
時
に
楓
香
樹
（
マ
ン
サ
ク
科
の
落
葉

樹
で
楓
に
類
似
）
が
生
え
て
い
て
、
蝶
々
の
メ
イ
パ
ン
メ
イ
リ
ュ
ウ
（
胡

蝶
媽
媽
）
が
樹
木
の
下
の
水
溜
り
の
水
の
精
と
恋
愛
し
て
一
二
の
卵
を
生

み
、
そ
こ
か
ら
人
・
龍
・
水
牛
・
雷
な
ど
が
現
わ
れ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

水
牛
と
龍
は
天
地
始
ま
り
の
時
に
一
緒
に
生
ま
れ
た
の
で
、
共
に
兄
弟
の

よ
う
で
あ
り
、
同
一
視
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
家
畜
の
健
康
祈
願
と
水
の

確
保
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
柱
上
に
は
鶏
が
造
型
さ
れ
て
い
る
が
、
鶏
は

女
性
の
代
表
、
蘆
笙
柱
は
男
性
の
代
表
で
、
合
わ
せ
て
陰
陽
和
合
と
し
て
、

豊
作
祈
願
を
祈
る
。
楓
香
樹
は
村
の
上
方
と
下
方
に
植
え
ら
れ
て
い
て
、

村
を
守
護
す
る
役
割
も
果
た
す
。
カ
ー
ニ
ン
と
い
う
広
場
は
、
苗
語
で
は

臍
の
意
味
の
タ
ウ
ト
ウ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
村
全
体
が
人
間
の
身
体
に

見
立
て
ら
れ
、
そ
の
中
心
に
あ
た
る
臍
に
世
界
樹
で
あ
る
楓
香
樹
で
作
ら

れ
た
柱
が
あ
る
。
村
は
神
話
世
界
の
凝
結
場
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
、
柱
の
あ
る
広
場
の
近
く
に
、
龍
潭
（
苗
語
は
オ
ン
ウ
ォ
ン
）
と
い

う
泉
が
あ
り
、
雨
乞
い
や
止
雨
を
願
う
。
こ
こ
は
村
を
作
っ
た
時
の
起
源
の

場
所
と
さ
れ
る
。
春
節
の
午
後
に
龍
潭
の
祭
り
が
あ
り
、
祖
先
や
神
々
に
対

し
て
供
物
を
捧
げ
て
年
頭
の
祈
願
を
す
る
。
池
の
北
側
に
は
龍
石
と
呼
ば
れ

る
独
特
の
形
の
石
が
あ
り
、
脇
に
は
柱
が
立
っ
て
お
り
、
線
香
、
赤
紙
、
紙

銭
を
供
え
て
拝
む
。
糯
米
飯
・
豚
肉
・
鶏
肉
・
糯
米
酒
・
酸
魚
を
供
え
て
爆

竹
で
祝
う
。
酸
魚
は
苗
語
で
シ
ャ
ー
メ
ン
と
い
い
、「
増
加
福
寿
吉
祥
」
の
意

味
を
こ
め
る
。
魚
は
結
婚
・
新
年
な
ど
祝
事
に
使
用
す
る
。
先
祖
が
ア
ウ
ハ

イ
ア
ウ
ハ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
河
の
辺
や
海
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
魚
を
豊
富

に
食
べ
て
い
た
こ
と
に
因
む
と
い
う
。
祭
り
を
主
催
す
る
の
は
、
草
分
け
筋

の
賈
姓
の
血
縁
者
が
主
体
で
、
行
事
は
村
の
長
老
の
寨
老
、
苗
語
で
パ
イ
ヤ
ー

ン
（
村
父
）
が
指
揮
す
る
。
伝
統
的
衣
装
を
着
て
、頭
に
鶏
の
羽
の
ニ
ョ
ン
コ
ー

（
漢
語
は
花
野
鶏
）
を
飾
る
が
、
蘆
笙
柱
の
上
の
鳥
と
同
じ
で
あ
る
。
始
祖
が

出
現
し
た
卵
を
暖
め
た
鳥
と
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
に
、村
と
い
う
日
常
世
界
は
、

神
話
や
伝
承
に
意
味
付
け
ら
れ
た
世
界
の
原
点
で
あ
り
、
一
年
の
始
ま
り
は

世
界
の
創
世
の
場
で
原
古
の
出
来
事
を
再
認
す
る
時
で
も
あ
っ
た
。

三
、
来
訪
神
―
モ
ウ
コ
ウ

　

苗
族
の
村
々
で
は
、
新
旧
の
年
の
変
わ
り
目
、
季
節
の
移
行
期
に
は
、

神
霊
が
来
訪
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。広
西
の
融
水
で
は
、神
霊
は
仮
面
・

異
装
の
来
訪
者
と
な
っ
て
出
現
す
る
。
安
泰
郷
培
地
村
で
は
、
昼
過
ぎ
に

男
性
が
蘆
笙
を
持
っ
て
広
場
の
中
央
の
柱
の
周
囲
に
集
ま
り
、
柱
の
下
の

白
石
の
前
に
供
物
と
祈
願
す
る
。
男
性
は
蘆
笙
を
吹
き
、
外
側
に
は
銀
飾
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り
を
付
け
て
衣
装
を
着
飾
っ
た
女
性
が
円
陣
で
左
回
り
に
踊
り
つ
つ
回
る
。

こ
れ
を
カ
ー
ツ
オ
（
ツ
オ
は
踏
む
）
と
呼
ぶ
。
そ
の
場
に
、
異
形
の
姿
を

し
た
モ
ウ
コ
ウ
（
磨
過
）
が
ウ
オ
ー
ウ
オ
ー
と
鳴
声
を
挙
げ
、ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
飛
び
跳
ね
て
出
現
す
る
。
そ
の
姿
は
、
布
で
半
身
を
覆
い
顔
を
隠
し
、

布
の
一
部
を
盛
り
上
げ
て
角
を
二
つ
は
や
し
た
よ
う
に
す
る
。
布
は
布
団

の
上
に
掛
け
る
刺
繍
入
の
覆
い
（
遮
面
布
）
で
作
る
。
モ
ウ
コ
ウ
は
人
々

に
抱
き
つ
い
て
祝
福
を
授
け
、
周
囲
の
家
々
を
訪
れ
る
。
モ
ウ
コ
ウ
に
は

男
性
が
扮
し
、
太
鼓
を
叩
く
指
導
者
が
先
導
役
で
、
警
護
役
の
鉄
砲
持
ち

の
青
年
た
ち
七
～
八
人
が
付
き
添
う
。
囃
し
手
は
、
太
鼓
一
、
手
平
鉦
二
、

銅
羅
一
の
編
成
で
あ
る
。モ
ウ
コ
ウ
の
数
は
一
一
で
、奇
数
が
良
い
と
さ
れ
、

村
の
神
様
（
ツ
ォ
ン
ノ
ウ
）
で
力
が
強
い
。
漢
語
で
言
え
ば
「
春
神
」
の

意
味
で
あ
る
。
親
し
み
は
あ
る
が
、
恐
い
存
在
と
し
て
畏
怖
さ
れ
る
。
モ

ウ
コ
ウ
の
正
体
は
動
物
で
、
一
説
に
は
虎
と
言
わ
れ
る
。
猿
と
い
う
説
も

あ
り
、
耳
と
尻
尾
は
、
人
間
の
祖
先
で
あ
る
猿
の
記
念
で
、
飛
び
上
が
る

所
作
も
類
似
す
る
。
更
に
獅
子
と
い
う
説
も
あ
り
、
漢
族
の
考
え
方
も
入

り
混
じ
っ
て
い
る
。

　

モ
ウ
コ
ウ
は
龍
潭
の
祭
り
に
も
参
加
し
、
供
物
の
半
分
を
頂
く
。
他
の

半
分
は
家
へ
持
ち
帰
る
が
、「
豊
作
飯
」
と
い
い
作
物
の
豊
饒
が
約
束
さ
れ

る
。
モ
ウ
コ
ウ
は
龍
潭
の
前
を
叫
ん
で
回
っ
た
後
に
、
家
々
を
巡
り
歩
く
。

午
後
三
時
半
過
ぎ
に
、
村
の
入
り
口
の
橋
の
袂
か
ら
河
原
へ
降
り
、
下
流

に
遠
ざ
か
る
。
村
人
は
橋
の
上
で
見
送
り
、
モ
ウ
コ
ウ
は
川
の
中
に
あ
る

木
の
所
で
立
ち
止
ま
り
、
何
度
も
ピ
ョ
コ
ピ
ョ
コ
と
頭
を
下
げ
て
名
残
り

を
惜
し
む
。
河
原
の
土
手
を
屈
ん
で
一
列
に
な
っ
て
走
り
、
突
然
に
姿
が

見
え
な
く
な
っ
て
夕
暮
れ
の
靄
に
消
え
る
。
夕
方
は
神
送
り
の
時
に
相
応

し
た
境
界
の
時
間
で
あ
る
。
鉄
砲
隊
が
田
圃
の
畦
に
一
列
に
並
び
、
空
に

向
け
て
鉄
砲
を
射
つ
。
モ
ウ
コ
ウ
に
扮
し
て
い
た
人
々
が
、
衣
を
脱
い
で

普
通
の
人
間
に
戻
っ
た
合
図
で
あ
る
。
鉄
砲
打
ち
は
手
を
繋
ぎ
、ヤ
ー
ホ
ー

ホ
ー
と
叫
ん
で
、
衣
を
脱
い
だ
人
々
を
爆
竹
で
出
迎
え
る
。
モ
ウ
コ
ウ
を

南
の
方
へ
送
る
。
村
人
は
川
下
に
送
る
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
川
下
は

幼
少
時
に
亡
く
な
っ
た
子
供
を
葬
る
所
で
あ
る
。
モ
ウ
コ
ウ
は
村
人
に
祝

福
を
も
た
ら
し
名
残
を
籠
め
つ
つ
送
り
出
さ
れ
る
が
、
不
吉
な
方
向
に
追

い
や
ら
れ
る
。
来
訪
神
は
、
時
間
の
更
新
や
再
生
に
関
わ
る
が
、
常
に
歓

待
と
排
除
の
両
義
性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

四
、
来
訪
神
―
マ
ン
ガ
オ

　

広
西
の
融
水
の
安
陲
郷
で
は
マ
ン
ガ
オ
（
芒
蒿
）
と
い
う
仮
面
を
つ
け

た
来
訪
神
が
正
月
に
出
現
す
る
。
マ
ン
ガ
オ
と
は
「
む
か
し
の
古
い
も
の
」

の
意
味
で
あ
る
。
解
放
前
は
、
元
宝
山
の
麓
の
吉チ

ー
マ
ン曼
村
の
み
で
行
わ
れ
て

い
た
と
も
い
う
。
聞
書
に
よ
る
由
来
譚
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
先
祖
は
、

約
三
〇
〇
年
前
に
安
泰
郷
培
秀
村
か
ら
来
た
。
開
拓
者
は
梁
姓
の
三
人
兄
弟

で
マ
ン
ガ
オ
は
彼
ら
の
子
孫
が
行
う
（
村
人
の
三
分
の
二
）。
か
つ
て
は
焼

畑
を
盛
ん
に
行
い
、玉
蜀
黍
・
芋
・
豆
類
を
栽
培
し
水
田
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

開
拓
当
時
は
森
林
に
覆
わ
れ
、
沢
山
の
鳥
が
生
息
し
、
人
間
は
殆
ど
お
ら
ず
、

米
や
粟
を
作
り
、
鳥
や
動
物
を
と
っ
て
食
べ
、
魚
と
り
を
し
て
暮
ら
し
て

い
た
。
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
ど
う
し
た
ら
豊
か
に
な
れ
る
か
と
考
え
て
、

豊
作
や
健
康
を
祈
願
す
る
祭
り
を
始
め
た
。
田
圃
の
そ
ば
に
草
や
木
の
葉
を
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集
め
、
口
と
耳
を
つ
け
、
老
人
・
子
供
・
若
い
人
・
女
・
男
な
ど
人
間
に
似

せ
た
人
形
を
作
り
、
帽
子
を
被
せ
銃
を
持
た
せ
た
り
、
襤
褸
の
衣
服
を
ま
と

わ
せ
た
。
人
形
は
リ
ー
と
い
う
。
田
圃
に
リ
ー
を
置
く
と
、
不
思
議
に
鳥

が
沢
山
と
れ
、
周
囲
の
田
圃
で
は
豊
作
に
な
り
、
置
か
な
い
と
不
作
に
な
っ

た
の
で
、人
々
は
リ
ー
を
尊
敬
し
、崇
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
第
に
リ
ー

は
村
を
守
護
す
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
人
々
は
リ
ー

の
姿
を
人
間
に
代
え
て
祀
る
よ
う
に
変
化
し
て
、
春
節
の
行
事
と
な
っ
た
。

こ
れ
が
マ
ン
ガ
オ
で
あ
る
。
リ
ー
か
ら
マ
ン
ガ
オ
に
変
わ
り
益
々
人
々
の

崇
拝
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
誰
か
が
病
気
に
な
る
と
村
人
は
マ
ン
ガ

オ
の
格
好
を
し
て
祈
願
す
る
と
治
る
。
特
に
、
子
供
が
病
気
に
な
る
と
マ

ン
ガ
オ
の
所
に
来
て
治
し
て
も
ら
う
。
村
で
は
子
供
の
頃
に
マ
ン
ガ
オ
に

頭
を
な
で
て
も
ら
っ
た
経
験
を
持
つ
も
の
が
多
い
と
い
う
」

　

伝
承
に
よ
れ
ば
、
解
放
後
に
マ
ン
ガ
オ
は
他
の
村
に
伝
わ
り
、
春
節
の

期
間
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
日
を
違
え
て
安
陲
郷
の
幾
つ
か
の
村
で
や
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
吉
曼
で
は
、
稲
草
を
人
間
の
体
に
巻
き
付
け
、
下
は

ス
カ
ー
ト
状
に
す
る
。
出
現
す
る
数
は
、
奇
数
が
良
い
と
さ
れ
、
九
が
最

高
で
、
通
常
は
七
で
あ
る
。
構
成
は
血
縁
関
係
で
、
母
親
・
嫁
・
子
供
の

三
人
が
基
本
と
さ
れ
て
、
仮
面
を
付
け
る
。
母
親
は
年
寄
り
で
手
に
魚
を

と
る
筌
と
魚
籠
（
竹
製
）
を
持
ち
、中
年
女
性
の
典
型
的
な
仕
事
姿
と
な
る
。

魚
と
り
は
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
。
嫁
は
四
〇
歳
以
下
の
姿
で
、
手

に
木
の
棍
棒
を
持
ち
、
子
供
を
背
中
に
背
負
う
形
を
と
る
。
子
供
は
人
形

を
使
う
こ
と
も
あ
る
。
父
親
が
出
る
場
合
に
は
、
目
が
大
き
く
、
眉
毛
が

太
く
、
鼻
が
高
い
、
歯
が
無
い
男
面
を
使
う
。
女
面
は
目
が
細
く
、
見
た

目
も
綺
麗
で
あ
る
。
男
は
女
よ
り
も
色
を
濃
く
す
る
。
仮
面
の
装
飾
の
色

は
紅
と
黒
の
二
色
を
使
い
、紅
は
植
物
の
薯
類
か
ら
、黒
は
鍋
墨
か
ら
と
る
。

墨
は
避
邪
の
意
味
で
、
人
々
に
墨
を
つ
け
る
の
は
善
い
と
さ
れ
、
塗
り
付

け
ら
れ
る
と
病
気
に
罹
ら
ず
に
健
康
に
な
る
。
仮
面
を
作
る
人
は
、
両
親

な
し
子
供
な
し
と
い
う
不
幸
な
人
で
、
一
般
の
家
庭
の
人
は
作
ら
な
い
。

作
る
時
期
は
旧
一
二
月
で
、
決
ま
り
と
し
て
木
は
杉
の
根
元
部
分
か
ら
と

る
こ
と
、
雷
が
落
ち
て
破
壊
さ
れ
た
木
は
使
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
七
つ

の
マ
ン
ガ
オ
が
出
る
場
合
は
家
族
を
構
成
す
る
。
若
い
人
は
前
、
年
寄
は

後
に
立
ち
、
後
か
ら
祖
父
・
父
・
母
・
兄
弟
・
姉
妹
の
順
番
で
あ
る
。
祖

父
は
お
爺
さ
ん
姿
で
、
長
い
杖
と
一
米
位
の
キ
セ
ル
を
持
つ
。
父
親
は
鋤

や
鎌
を
持
ち
仕
事
を
す
る
仕
草
を
し
、
男
根
を
象
る
木
を
手
に
持
っ
て
腰

部
に
つ
け
る
。
女
性
も
性
器
を
木
で
象
っ
て
取
り
付
け
た
。
地
面
の
土
や

泥
を
男
根
を
か
た
ど
っ
た
木
に
つ
け
て
沢
山
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
所
に

放
り
投
げ
る
。
泥
が
付
く
と
子
供
が
出
来
る
と
信
じ
る
。
衣
服
が
汚
れ
て

も
、
特
別
に
受
け
る
。
子
供
の
性
格
が
悪
い
時
、
マ
ン
ガ
オ
が
頭
を
押
さ

え
る
と
直
る
。
マ
ン
ガ
オ
に
触
っ
て
も
ら
っ
て
災
難
を
避
け
る
。
マ
ン
ガ

オ
は
祖
先
を
表
す
が
、
出
現
や
消
滅
の
場
と
し
て
山
が
意
識
さ
れ
、
山
神

と
も
観
念
さ
れ
る
。
参
加
者
は
男
だ
け
で
、
青
年
が
主
体
で
一
八
歳
か
ら

二
五
歳
位
ま
で
だ
が
、
三
〇
歳
位
ま
で
は
可
で
あ
る
。
マ
ン
ガ
オ
に
扮
す

る
理
由
は
、
自
分
の
家
の
人
が
誰
か
病
気
に
な
り
、
マ
ン
ガ
オ
は
良
い
物

な
の
で
参
加
す
る
、
家
族
の
者
が
病
気
に
な
っ
た
の
は
自
分
の
普
段
の
心

掛
け
が
良
く
な
い
と
考
え
、
マ
ン
ガ
オ
を
し
て
治
そ
う
と
す
る
、
何
年
間

か
病
気
が
直
ら
な
い
時
、
マ
ン
ガ
オ
に
扮
す
る
と
直
る
な
ど
願
掛
け
が
多
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い
。
午
後
に
山
か
ら
出
現
し
て
、
村
の
中
央
の
蘆
笙
坪
に
出
て
く
る
。
先

導
役
は
銅
羅
と
皮
鼓
で
、
沢
山
の
村
人
の
間
を
回
り
、
三
～
四
時
間
は
村

中
を
踊
り
巡
る
。
踊
り
は
、
川
の
中
か
ら
魚
を
捕
る
所
作
、
鋤
で
田
を
耕

す
所
作
な
ど
祖
先
の
生
活
を
演
じ
る
。
マ
ン
ガ
オ
は
人
々
に
触
り
、
お
互

い
に
抱
き
つ
く
。
夕
方
に
村
の
後
の
山
に
消
え
る
。
マ
ン
ガ
オ
を
演
じ
た

者
は
、
森
の
中
で
衣
装
を
脱
い
で
密
か
に
村
に
戻
る
。
マ
ン
ガ
オ
は
、
吉

祥
を
齎
ら
す
強
い
力
を
も
つ
と
さ
れ
、
人
々
の
不
幸
を
救
い
、
病
気
を
直

し
、
悩
み
を
解
消
し
、
豊
作
や
多
産
を
呼
び
寄
せ
る
。
原
郷
は
山
と
い
う

漠
然
た
る
意
識
が
あ
る
。
か
つ
て
は
祖
先
祭
祀
の
ヌ
ー
ニ
ュ
ウ
（
拉
鼓
）

が
一
三
年
目
に
行
わ
れ
、
山
中
で
祖
先
の
霊
を
木
に
の
り
移
ら
せ
て
太
鼓

を
作
り
、
山
か
ら
引
い
て
き
て
村
に
引
き
込
ん
で
祖
先
の
霊
を
招
き
寄
せ
、

村
人
と
交
流
し
た
。
祖
先
は
山
に
住
む
と
い
う
観
念
が
あ
り
、
マ
ン
ガ
オ

が
祖
先
の
姿
と
重
な
り
合
う
。
古
い
マ
ン
ガ
オ
が
母
と
嫁
の
組
を
基
本
と

す
る
理
由
の
説
明
は
な
か
っ
た
が
、
祖
先
を
女
性
と
す
る
意
識
は
あ
る
よ

う
だ
。
来
訪
神
の
儀
礼
は
祖
先
祭
祀
と
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
。

五
、
祖
先
祭
祀

　

苗
族
は
か
つ
て
は
大
規
模
な
祖
先
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。
一
三
年
目
に

一
度
で
、
丑
年
・
寅
年
・
卯
年
な
ど
で
行
わ
れ
、
一
般
に
は
ナ
ウ
・
フ
ー
・

ナ
ウ（
牡
の
牛
を
食
べ
る
）、ナ
ウ
・
チ
ャ
ン
・
ニ
ュ
ウ（
ナ
ウ
＝
食
べ
る
。
チ
ャ

ン
＝
氏
族
。
ニ
ュ
ウ
＝
鼓
）、貴
州
省
雷
山
県
烏
流
寨
で
は
ノ
ン
・
ニ
ュ
ウ（
食

鼓
）
と
い
う
。
苗
年
を
巨
大
化
し
た
よ
う
な
性
格
が
あ
り
、
多
く
は
木
鼓

を
叩
き
、
祖
先
を
祀
り
、
水
牛
を
供
犠
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
二
年
間
の

死
霊
の
供
養
を
行
う
所
も
あ
る
。
改
革
開
放
後
に
徐
々
に
復
活
し
、
近
年

は
観
光
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
祖
先
は
神
話
的
始
祖
の
メ
イ
パ
ン
メ
イ

リ
ュ
ウ
、
人
間
の
始
祖
の
チ
ャ
ン
ヤ
ン
（
姜
央
）
と
そ
の
妹
と
い
う
兄
妹

始
祖
、
同
姓
同
士
が
祀
る
父
系
親
族
集
団
の
究
極
の
祖
先
な
ど
多
義
的
で

あ
る
。
祖
先
の
蝶
々
の
霊
魂
は
楓
香
樹
に
帰
っ
た
と
信
じ
ら
れ
、
祖
先
祭

祀
は
こ
の
樹
木
で
作
っ
た
木
鼓
を
叩
い
て
霊
魂
を
呼
び
覚
ま
し
て
交
流
す

る
。
黔
東
南
の
烏
流
寨
（
一
九
九
七
年
）
で
は
、伝
承
で
は
、祭
り
の
時
に
、

木
鼓
を
作
る
楓
香
樹
の
木
の
皮
を
食
べ
た
と
さ
れ
、
文
字
通
り
の
「
食
鼓
」

で
あ
っ
た
。
黔
南
の
小
脳
寨
で
の
祖
先
祭
祀
（
一
九
九
九
年
）
で
は
、
山

や
樹
木
か
ら
祖
先
を
迎
え
て
柱
や
イ
ロ
リ
で
祀
る
。
神
話
世
界
を
描
く「
祭

祖
衣
」
を
着
て
舞
い
、
来
訪
す
る
女
性
の
祖
先
を
演
じ
る
。
最
後
に
五
〇

頭
余
り
の
水
牛
を
供
犠
し
て
他
界
に
送
る
。
正
月
は
異
界
や
祖
先
と
の
交

流
を
通
じ
て
原
初
に
立
ち
戻
っ
て
、
社
会
の
あ
り
方
を
再
編
成
す
る
時
で

あ
り
、
人
々
に
は
生
き
方
を
考
え
直
す
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。

参
考
文
献

鈴
木
正
崇　
「
苗
族
の
来
訪
神
」宮
家
準
・
鈴
木
正
崇
編『
東
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
と
民
俗
』
一
九
九
四　

勁
草
書
房

鈴
木
正
崇　
「
祖
先
祭
祀
の
変
容
」
宮
家
準
編
『
民
俗
宗
教
の
地
平
』
一
九

九
九　

春
秋
社

鈴
木
正
崇　
「
死
者
と
生
者
」『
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』（
慶

應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
）
二
九
号
、
二
〇
〇
二

（
す
ず
き
・
ま
さ
た
か
／
慶
應
義
塾
大
学
）


